
文化活動部会 

Ⅰ．研究の概要 

 

１．研究課題 

「豊かで創造的な文化活動の日常的な教育実践についてどうあるべきか」 

 

 

 

 

２．研究内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【研究内容 １】 

地域の素材を生かした教育実践 

地域の人々や環境などとの関わりからつくる

活動の在り方や工夫 

 

ア 地域人材の発掘・活用や地域と連携を図った

教育実践 

イ アイヌ文化に関する研修 

ウ 地域の自然や施設を活用した教育実践 

エ 社会教育との連携を図った教育実践 

 

【研究内容 ２】 

効果的な読書活動のすすめ方 

 子どもたちが読書に親しむ効果的な指導や環

境の工夫 

 

ア 地域ボランティアやＰＴＡと協力した読み

聞かせなどの実践や，読書指導の実践 

イ 調べ学習に役立つ図書館の活用法と実習 

ウ 学校図書館の運営や外部図書館との連携な

ど，豊かな読書環境作りに取り組んだ実践 

 

 

３．研究方法 

（１）交流計画 

   部会便りの配付及びホームページによる情報の伝達をできるだけ行い，研究課題や研究内容の共通理解

を図る。 

      

（２）分科会構成 

第１分科会「地域と教育活動」  

   第２分科会「読書活動」      

   第１分科会、第２分科会ともに，分科会ごとに動画を配信し，部会員は勤務校にて視聴した。 

 

（３）研究協議会の内容と方法 

   ・研究内容に関わる動画配信を行う。 

第1分科会「アイヌ文様の切り絵体験」（動画視聴と同時に各校で実践） 

第２分科会「読み聞かせの技術、選書、調べ学習のサポート等～学校司書の取組動画」 

・リモートによるレポート交流 

 



Ⅱ．実践研究の経過と成果 

１．実践研究の経過 

（１）部会役員研修会による研究経過 

５月 ９日 第１回部会役員研修会  研究課題及び研究内容の確認について 

６月１６日 第２回部会役員研修会  研究協議の内容について 

                  部会だよりの発行に向けての打ち合わせ 

７月１９日 第３回部会役員研修会  研究協議の内容について，部会だより発送作業 

７月２８日 第４回部会役員研修会  学校図書館について取材・動画作成～千歳市立緑小学校にて 

８月２３日 第５回部会役員研修会  研究協議会自校研修に向けた情報発信と意見集約について 

１０月 ６日 第６回部会役員研修会  部会活動の成果と課題，次年度へ向けての検討 

 

（２）部会役員研修会での研究成果 

   今年度も、コロナ禍での部会運営や部会内容に関わる情報発信について協議した。昨年度に引き続き通常とは異

なる対応が求められる中，これまで積み上げてきた経験や活動を生かしながら，部会員の実践を支援する情報発信

へ向けた準備を進めた。 

   役員研修会では，研究の視点を確認し合う中で，コロナ禍にあっても実践の歩みを止めない工夫について検討を

重ねた。また、研究協議会の実施体制がどのような形になっても、部会員の実践を支援することができるよう、研

究協議会の内容についても検討した。 

第１分科会では，講師の方を招き、「アイヌ文様の切り絵体験」の講演をライブ配信し、部会員の先生方には各

校で実践してもらった。第２分科会では，夏季休業中に講師の方の協力を得て作成した「読み聞かせの技術、選書、

調べ学習のサポート等～学校司書の取組動画」を配信することができた。 

 

２．課題部会内での交流 

（１） 課題部会内での交流内容 

  第１分科会「地域と教育活動」  

① 実技講習『アイヌ文様の切り絵体験』（講師：門脇 標 氏、吉村 圭一郎 氏） 

 例年、第 1分科会では、アイヌ文化に関わる体験的な活動を取り入れてきた。過去にはムックリ制作体験や、木彫り

によるコースター作り、アイヌ料理作り等を行ってきた。しかし、この２年間は、コロナの影響で実技講習が中止とな

ってしまっていた。 

今年度は、実技講習を実現してほしいという部会員からの要望

もあり、リモートという形ではあったが、「アイヌ文様切り絵体験」

を実施した。アイヌ文化振興研究推進機構アドバイザーの門脇標

氏、吉村圭一郎氏を招き、切り絵体験を行った。お二人の丁寧な

説明のおかげで、リモートではあるが、実技講習を行うことがで

きた。アイヌ文様の意味や難易度を変えながら、どの学年でも実

態に合わせて実施することが可能であることも部会員からは大変

好評であった。 



 経験豊富なお二人の話は大変興味深く、小学校を訪れて実践され

ていることや日頃よく耳にする“カムイ”の発音が間違って認識され

ていることなど、初めてお聞きする話も多々あった。アンケートの中

でも“今回のように本当のことを知る研究を希望します”“知らない

ことが多くあったことに気づかされた”等の意見があった。 

 

 

 

② レポート交流 

 今年度はリモートでの交流となった。第 1 分科会は、全部で１３

本のレポートが集まり、４名の部会員の方にレポート発表をしていただいた。 

 石狩市教育委員会の社会教育課の地域コーディネーターが企画運営しているあい風寺子屋、実技講習でもあったアイ

ヌ文様の切り絵体験を取り入れた作品バッグ作り、株式会社タニタが

主催する料理コンテストでアイヌの食文化を取り入れグランプリを受

賞したレポート、当別町の「道民の森」を訪れて環境の学習をテーマに

したレポートと全てが興味深いものであった。 

 国際理解やふるさと教育、ＳＤＧｓに関わる内容のものも多く、コロ

ナ禍でも各学校で苦労をされて地域の特性を生かした教育実践が行わ

れていることが伝わった。 

 

 

 

③ 成果と課題 

 参集しての研究協議会が行えない中、講師の方を招いての実技講習を行えたことは成果と考える。アイヌ文様が表す

意味についても教えていただいた。デパートの紙袋など、よく目にする機会も増えたが、実際に生の声を聞き意味をし

っかり理解できたことは貴重であった。今後指導していく際にも気をつけていかなくてはいかないと感じた。アンケー

トの結果からも “大変役立った”という回答がほとんどだった。リモート開催ではあったが、アイヌ文化に関わる体験

的な活動を取り入れることができた。 

レポート交流については、今年度からＧｏｏｇｌｅｗｏｒｋｓｐａｃｅの共有ドライブに、事前にレポートを集約する

形をとった。ＰＤＦに一本化する際には、写真がずれてしまうなど折角作成していただいたレポートの一部が見られな

くなってしまい、提出いただいた先生方には大変失礼なことをしてしまった。データ化する際の問題点も感じた。 

しかし、今年度、部会員同士の交流の場を設けることができたことの意義は非常に大きい。次年度もより効果的な実践

を行うことができるような方策を検討していきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第２分科会～読書活動   

①講演『読み聞かせの技術、選書、調べ学習のサポート等』（動画視聴）  

講師：佐藤菜々美 氏 《千歳市立緑小学校 学校図書館司書（TRC株式会社図書館流通センター）》 

昨年度に引き続き、学校図書館における読書環境づくりについて、より一層考えを深めていこうと考え、今年度 

は、千歳市立緑小学校で学校図書館司書として活躍されている佐藤菜々美氏に講師を依頼した。テーマは「本と子

どもたちをつなぐ仕事の実際」について。読み聞かせや選書、調べ学習における図書の活用は、どの学校図書館に

おいても行われていることであるが、その方法や実際について、あまり交流の場はなく、悩まれている部会員も多

いのではないかと考え、それらの方法や技術について、佐藤氏に紹介していただくことにした。今年度も、コロナ

禍が続いていることを考慮し、夏休み中に千歳市立緑小学校の協力を得て動画を撮影した。 

  

千歳市では，「TRC 株式会社図書館流通センター」に所属する司書を学校図書館に派遣する形をとっている。佐

藤氏もそのうちの一人だ。今回は、佐藤氏が緑小学校で実際に行っている読み聞かせや選書の方法や、それらを行

うにあたって意識している事などについてお話していただいた。 

 

現在緑小学校では，通年朝読書の時間に司書が学級に

入り、読み聞かせを実施している。読み聞かせの選書に

際しては、児童の人数や学年、季節の行事といった視点

以外に、「絵と文のバランス」「音、言葉の楽しさ」「挿絵

の美しさ」など、本そのものの楽しさ、魅力を子どもた

ちに伝える工夫をされていた。 

また実際に読むときには、「本の持ち方」「めくり方」

「ページをめくるタイミング」を工夫されていた。より

子どもたちが本の世界に引き込まれるよう、意識されて

おり、すぐにでもまねして実践したいものであった。 

 

選書については、リクエストコーナーの設置だけでなく、子どもたちとのやりとりや、校内での先生方との何気

ない会話からヒントを得ることも多いという。また、先生方から「こんな感じ・・・」「授業のこのような場面で使

いたい」など、大まかな希望を聞いたりしながら、できる限り多くの人の希望や要望を反映した選書ができるよう、

取り組んでいるそうだ。また、常にあらゆる機会で本の情報に注目することで、今、子どもたちや先生方にとって

どのような図書が学校図書館にあったらよいか、考えているそうだ。学校図書館は、すべての子どもたちが自由に

本を手に取れる場である。多くの子どもたちにとって、より充実した場となるよう、常に考えながら選書をしてく

ださっていることは、大変ありがたいと感じた。 

 



授業支援についても、調べ学習用の図書を選書したり、実

際にブックトークに学級に行ったりと、先生方の要望に合わ

せ、様々な形で支援を行っていた。佐藤氏は、「「これを用意

してほしい」という要望だけでなく、「こんな授業をする」「こ

んな風に使う予定」ということも先生方から聞くことができ

ると、より授業者のイメージに近づけた支援ができるのでは

ないかと思っています。」と仰っていた。子どもたちの学習が

より充実したものとなるよう、尽力いただいていることを改

めて感じた。またそれと同時に、本を通して司書も授業づく

りに参加していると考えると、先生方と司書との関わりを、

より一層大切にしたいと感じた。 

 

佐藤氏は最後に「全ては、子どもたちの学びや心の成長に、そしてそれらに常に向き合っておられる先生方に、

どうやって図書館や本が助けになるか、に尽きると常に思っています。」とお話してくださった。我々も改めて、子

どもたちの読書活動の充実について考えていきたいと思う。 

 例年作成している「わたしの一冊」ブックリストについては，部会員からの情報を集めて作成し，子どもと共に

楽しむ本の世界の魅力を部会員へ発信していく予定だ。ぜひ選書の参考に活用してほしい。 

 

②レポート交流 

  第２分科会は、全部で４０本のレポートが集まった。コロナ禍が続く中、子どもたちが読書に親しむための手立て

について、各校での工夫した実践が報告された。今年度はリモートでの交流となったため、研究協議会の中でレポー

トに目を通す時間を設けた後、数名の部会員の方にレポート発表をお願いする形をとることとした。「図書ボランティ

アとPTA活動について」（千歳末広小）、「新設校の学校図書館づくり」（千歳みどり台小）、「読書日記」（千歳青葉中）、

「読書まつりの取組」（恵庭柏小）、「子どもの本の総選挙」（北広島市西の里小）、「教科学習での図書館利用」（江別上

江別小）、「図書委員会活動」（江別大麻小）、「本の魅力を届ける工夫」（石狩紅南小）の各校より、レポートの概要を

発表してもらい、交流をはかった。日頃の自分の実践を振り返りながら、読書の楽しみを子どもたちに届ける工夫に

ついて考えることができ、有意義な交流の場となった。 

  提出されたどのレポートも、各学校での具体的な実践が盛り込まれており、部会員が様々な工夫をしながら読書活

動を行っていることが伝わった。 

 

 

③成果と課題 

   学校司書の仕事を取り上げたことは、昨年度に引き続き、学校図書館の整備や読書活動についてみんなで考える

良い機会となった。特に、読み聞かせの技術など、すぐにでも実践できるヒントが多く得られたことが、部会員に

は大変好評であった。しかし，今回も部会員が勤務校で動画を視聴する研修となったため，当初予定していた意見

交流の機会を持つことがかなわなかった。 

読書活動の充実に向けた取り組みの工夫について、これからも部会員で広く意見を交わしていくと同時に、これ

からは GIGA スクール構想の中で、学校図書館をどのように活用していけばよいか、情報教育との関わりについて

も，広く部会員で意見を交わし検討していくことが今後より一層必要になってくるだろう。 

 



Ⅲ．部会研究の成果と課題 

 

１．成果 

今年度もリモートでの研究協議会となったが，具体的な実践を共有できる場となり，自校での実践について考えを

深める場にすることができた。 

「地域と教育活動」について研究する第１分科会では，オンラインでの実技講習を実施することができたこと，講

話の中でより一層アイヌ文化についての理解を深めた部会員が多数いたことが，大きな成果と考える。今回の事後ア

ンケートの回答を踏まえ，部会活動の計画に盛り込んでいけるよう検討していきたい。 

「読書活動」について研究する第２分科会では，読み聞かせや選書など，学校図書館での具体的な実践について，

講師の佐藤氏に細やかに紹介していただいた。部会員にとって関心が高い内容であったため，今後実践する際の参考

になったようだ。また，研究協議会ではおすすめの本を１冊持参してもらい，自己紹介で活用してもらう予定だった。

例年その「わたしの一冊」は，新旧取り混ぜたブックリストとして多くの先生方に活用してもらっている。今年度も

ブックリストを作成し，配付を予定している。コロナ禍により，学校図書館が思うように活用できなかったり、図書

ボランティア（読み聞かせサークル・整備作業）の方々との協働も難しい環境ではあるが，その中でも子どもと共に

楽しむ本の世界の魅力を部会員と共有していけるよう，今後も部会活動を検討していきたい。 

 

 

２．課題 

文化活動部会では，これからも部会員が積み上げてきた実践を互いに学ぶ合うことを軸に，体験的・実践的な活動

を取り入れた研究協議会を企画していきたいと考える。研究協議会が，部会員にとって新たな気づきを得て，自校で

の活動がより一層充実するきっかけの場となってほしい。そのために，次年度以降の実技講習会や講演の方向性は，

これまでの経緯や反省，部会員からの声を拾い上げて，ある程度前年度のうちに明らかにしておく必要がある。講師

の選定については，できるだけ早い段階で探して依頼せねばならず，外部機関の活用と合わせて検討していきたい。 

また，今後もリモートでの研修体制となることを想定し，リモートで行える内容の検討，開催方法の手立てについ

て十分な時間をかけて検討していくことも必要だ。各校で実施されている特色ある取り組みについて，十分に交流が

できるよう，作成したレポートの活用・交流の持ち方については、検討していかねばならない。また，部会員が情報

を共有できるよう，部会ホームページや部会便りも引き続き積極的に活用していきたい。 

 

                                        （文責 中野 結） 


